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研究成果の概要（和文）： 
時間スケールに応じた横ずれ活断層の構造発達過程を明らかにする調査を岐阜県東部の

阿寺断層帯で実施した．断層帯南東部では，矢平断層など第四紀後期には活動が低調化す
る一方，分布形態から狭義の阿寺断層にその活動が収斂した可能性が高い．一方，断層帯
北西では，最終氷期以降も顕著に活動する複数の断層が並走する．さらにトレンチ調査の
結果，二渡東地区の分岐断層では，その基底に AT の純層を含んだ沼沢地性堆積物に明瞭
な変位を与える．この堆積物が断層上昇側に見出されるため，本断層トレースの活動時期
は，AT の噴出時期である約 2.6～2.9 万年以降に開始した可能性がある．従って一部不明
確ではあるが，断層帯南東部では，並走する断層は第四紀後期以前に活動を停止し，活動
は直線状に収斂する傾向である一方，断層帯北西部では，第四紀後期以降に新たな活動の
開始が認められる．このように断層線は成長衰退しながら，km オーダーで活動場を移動
してきた可能性が高い． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We conducted geological and geomophological survey around the Atera fault system 
located in the eastern part of Gifu prefecture, central Japan. In our study, it has 
revealed that the structural development and movement process of strike slip fault. 
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１．研究開始当初の背景 
活断層の活動領域は，どのようなスケール
の時間・規模で変化していくのだろうか？，
本研究では第四紀中～後期の期間を対象に，
横ずれ断層において検討することが目的で
ある．このことはこれまで特に逆断層帯にお
いて時間と共に変化することは既知であっ
た．東北日本に多数みられる低角逆断層では，
数十万年スケールで断層が派生する成長モ
デルが提示されている．一方で横ずれ断層に
おいては，実験地質学におけるリーデル剪断
実験や横ずれデュープレックスなど，断層の
成長に伴う直線化モデルなどが提案されて
いるが，これらがどのようなタイムスケール
と空間スケールで活動領域の変化を起こし
てきたのか，そもそも領域変化という認識で
よいのかということも含めて，定量的に明ら
かにした研究はない．そこで本研究では，数
万年スケールから一回の活動までを含めた
横ずれ活断層の発達過程について，活動領域
の時間的経過に応じた変化に着目しながら，
定量的に明らかにすることをめざした．本研
究では，第四紀中～後期の地形・地質示標が
存在し，並走する活断層や地質構造が明瞭な
ことから，岐阜県東部を北西～南東方向に分
布する阿寺断層帯を，最も適した条件を有す
ると判断し，研究対象地域として選定した． 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では，数十万年～数万年スケ

ールから，一回～数回の断層活動までを含め
た横ずれ活断層の発達過程について，活動領
域の時間的経過に応じた変化に着目しなが
ら，定量的に明らかにすることを目的とする．
ここでは日本で最も顕著な横ずれ活断層の
一つである，阿寺断層帯をその研究対象地域
とする．阿寺断層帯周辺には，基盤である白
亜紀の濃飛流紋岩類や花崗岩類をはじめ，上
位には主に鮮新世に堆積した土岐砂礫層が
分布し，さらに後期更新世以降の断層変位の
指標となる河成段丘面が複数かつ顕著に発
達する．また現在活発な活動が見られる阿寺
断層や小和知断層に平行して，活動が認めら
れない，ないしは低調と考えられる白谷断層
などが並走する．また第四紀後期の段丘面を
複数個所で変位させるが，その変位量や段丘
面の新旧に応じた変位に違いが見られるな
ど，本研究目的を検討するにあたって有効な
資料を取得できると考えられた． 

 
３．研究の方法 
過去数万年～数十万年における横ずれ断

層の構造発達過程を解明するために，以下の
作業を実施した． 
(1)空中写真判読による断層帯を構成する断

層の分布調査，詳細マッピング 
(2) 空中写真判読と現地調査による地形面
分類図の作成 
(3) 地形・地質現地踏査による変位地形，断
層露頭等の確認 
(4)変位量の計測と確認 
(5)段丘等の炭素やテフラ試料のサンプリン
グと年代測定 
(6)トレンチ掘削調査による極浅部地下構造
の解明と変位量，活動時期の解明 
(7)トータルステーションを用いた小規模変
動地形の測量 
(1),(2)で写真判読による断層線や段丘地形
面の分布，幾何形状を把握し，断層帯の全体
像を把握する．さらに(3)(4)によって現地調
査を実施し，段丘地形や堆積層との関係から
第四紀中～後期における断層活動の活動性
や，活動開始時期，終了時期を確認する．そ
のために断層変位基準となる段丘面や構成
層を対比・編年する．特に中期更新世の砂礫
層や土岐砂礫層など断層変位基準となる地
層の分布を確認する． 
(5)では断層変位の基準となる地形や堆積物
の年代を解明するための試料を採取し，14C
やテフラ分析によって明らかにする． 
(6)では，極浅部の断層構造や小規模変動地
形と断層面の関係など地下地質構造の把握，
活動時期に関する資料の取得を目的とした
トレンチ掘削調査を実施した．また極浅部地
下地質構造と小規模変動地形の関係を議論
する為に,(7)では併せてトータルステーシ
ョンを用いた詳細測量を行い，精密地形図を
作製した．これら(1)～(7)を受け，過去数万
年～数十万年スケールにおける断層の活動
領域の変化や移動様式を検討し，さらに数千
年～数万年スケールにおいて，数回～数十回
程度の断層変位の累積によって形成された
微細な変動地形と地下浅部の地質構造の発
達過程，変動地形との関係を参考に，横ずれ
断層帯の構造がどのように発達してきたの
か明らかにする． 
 
４．研究成果 
(1)数万年～数十万年スケールにおける検討 
本断層帯では，南部と北部で断層の形態が

異なる．特に阿寺断層帯の南東部では，狭義
の阿寺断層が分布し水平方向に2.8m/ky程度
の高い変位速度を示す．一方でこれと平行す
るアクティブな断層は少なく，活動性が知ら
れていない白谷断層・矢平断層（城ヶ根山断
層）が指摘されるにとどまる(図 1)．白谷断
層や矢平断層は，顕著なリニアメントと，基
盤の濃飛流紋岩に断層や破砕帯が認められ
る．一方で矢平断層では丘陵の尾根や小谷に
横ずれ変位地形が認められるが，白谷断層を



含め，段丘面に明瞭な変位を与える箇所は見
られない．このことは断層帯南部は北部と比
較して断層が成熟しており，断層変位が直線
化してきた結果と考える．矢平断層について
も，変位地形の明瞭さや最終氷期の段丘面に
変位が見られないことから，その活動は衰退
しつつあり，顕著な阿寺断層にその活動を収
斂させている可能性が高い．白谷断層や矢平
断層の活動開始時期に関する資料は得られ
なかったが，少なくとも最終氷期の段丘面に
変位が見られないため，約 2-3 万年前以前に
活動が終了か低調化し，活動領域は並走する
阿寺断層へシフトしたと考えられる． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 
一方で，断層帯北西部では，阿寺断層に加

えて小和知断層や下呂断層，宮地断層，湯ヶ
峰断層など，活動性の高い断層がいくつも並
走し，不活発な断層線は見られない（図 2）．
断層はいずれも活動的であるが，その変位量
や変位速度には違いが見られ，活動性や活動 

図２ 
開始時期にはばらつきがあることが予想さ

れる．中津川市加子母の東部（図 2）でも，
長洞や二渡東では，M2 面に変位を与えてい
るが，その変位量は，長洞で鉛直方向に約
2.5m である一方，二渡東では 1.5m 程度と異
なっている．これら変位量と活動開始時期の
関係を解明するために，長洞では断層露頭調
査を，二渡東地点においては，トレンチ掘削
調査を実施した． 
長洞地区では，M2 面を刻む河谷の屈曲量

から明らかになった水平変位は約 20m で，
垂直変位のおよそ 10 倍の値を示す．平均変
位速度は 0.3-0.4m/ky 程度であった．阿寺断
層帯の変位速度としては小さい値であるが，
断層が 3 本以上並走し，変位が分散されてい
ると考えられる．長洞地区では活動開始時期
は不明であるが，顕著な断層破砕帯を伴うこ
とから，比較的長期間の活動を示唆している．
一方，二渡東地区でのトレンチ調査の結果，
断層北東端付近の北西分岐断層では，その基
底に姶良 Tn 火山灰（AT）の純層を含んだ沼
沢地性堆積物に明瞭な変位を与える．この堆
積物が断層上昇側に見出されるため，本断層
トレースの活動時期は，AT の噴出時期であ
る約 2.6～2.9 万年前以降に開始した可能性
が高いことが明らかとなった． 
これら資料をまとめて考えると，一部部分

的な状況資料ではあるが，断層帯南東部にお
いて並走する断層は，少なくとも第四紀後期
以前に活動を停止した，ないしは低調になり，
狭義の阿寺断層に活動を収斂させた可能性
がある．一方，断層帯北西部では，活動的な
断層が複数並走し，その一部は第四紀後期以
降に新たな活動を開始した痕跡を有してい
る． 
このように阿寺断層帯全体で考えた場合，

南部では断層は衰退しながら，km オーダー
で西方へ活動場を移動してきた可能性が高
い．一方北部では，少なくとも第四紀後期の
約 2.6～2.9 万年前以降に，新たに北東方向へ
約 500m程度断層を派生させてきたことが明
らかとなった． 
 
(2)数千～数万年規模の断層の移動過程 

今回掘削した二渡東地区のトレンチ調査
と周辺の小規模変動地形の形状から，断層線
は数十 mスケールで雁行配列する．また数十
mの各々は，トレンチ調査から少なくとも 2-3
回は同じ断層面を使って活動し，雁行状の断
層配列や変動地形の形成に貢献しているこ
とが明らかになった．淡路島など横ずれの地
表地震断層の観察結果では，数 mの雁行配列
が観察されたが，二渡東の変動地形はそれよ
りも一スケール大きいが，基本的には同様の
横ずれ変位による雁行配列を示す．さらには
この規模で複数回活動し，より直線化してい
く形状である可能性を指摘することができ
た． 
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